
 

 

ま
ち
の
未
来
を
考
え
る

機
会
と
し
て…

 

半
田
市
で
は
、
本
年
６
月
に
市
長
選

挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
現
職
は
今
期
限

り
の
引
退
を
表
明
し
て
お
り
、
新
た
な

市
長
を
選
ぶ
こ
と
に
成
り
ま
す
。
選
挙

は
４
年
に
一
度
、
ま
ち
の
将
来
像
を
考

え
る
大
切
な
機
会
で
す
。
ま
ち
づ
く
り

に
ど
の
様
な
政
策
や
理
念
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
こ
の
機
会
に
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

高
齢
化
率
３
５
％
へ
の

備
え
が
必
要…

 

国
の
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に

よ
れ
ば
、
２
０
４
５
年
の
半
田
市
は
、

人
口
９
万
４
千
人
、
高
齢
化
率
３
５
％

で
す
。
現
在
よ
り
労
働
人
口
が
１
万
６

千
人
減
、
子
ど
も
が
４
千
人
以
上
の
減

と
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
高
齢
者

は
５
千
人
増
と
の
内
容
で
す
。 

人
口
の
減
少
は
、
税
収
減
と
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
意
味
し
ま
す
。
推
計

通
り
の
将
来
に
は
、
深
刻
な
現
実
が
待

っ
て
い
る
こ
と
に
成
り
ま
す
。
こ
の
推

計
値
を
受
け
止
め
、
的
確
な
対
策
が
必

要
で
す
。
既
に
、
始
ま
っ
て
い
る
取
り

組
み
を
確
認
し
な
が
ら
、
課
題
の
整
理

を
し
て
み
ま
す
。 
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子
育
て
支
援
で
出

生
数
の
上
昇
を 

家
族
で
の
転
入
が
少
な
い
要
因
は
、

子
育
て
に
必
要
な
施
策
の
遅
れ
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
核
家
族
化
な
ど

の
家
庭
環
境
の
変
化
に
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
追
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
「
休
日
保

育
の
実
施
状
況
」
「
学
童
の
保
育
料
」

な
ど
で
周
辺
自
治
体
と
格
差
が
あ
り

ま
す
。
子
育
て
環
境
の
改
善
こ
そ
が
、

出
生
数
向
上
に
繋
が
る
施
策
で
す
。
子

育
て
し
易
い
環
境
づ
く
り
も
重
要
課

題
で
す
。 

雇
用
創
出
に
よ
る

人
口
減
少
対
策
！ 

半
田
市
の
人
口
は
、
２
０
１
０
年
か

ら
減
少
に
入
り
ま
し
た
。
原
因
は
、
子

ど
も
の
数
の
減
少
で
す
が
、
現
状
は
転

入
者
の
増
加
に
よ
り
１
２
万
人
に
回

復
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

足
踏
み
状
態
で
す
が
、
雇
用
創
出
が
人

口
減
少
の
解
決
策
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
転
入
者
の
中
心
は
３
０
代
で

す
が
、
大
半
が
単
身
者
で
す
。
家
族
で

の
転
入
を
妨
げ
て
い
る
要
因
の
解
消

が
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

 

多
文
化
共
生
に
よ

る
定
住
促
進 

転
入
者
の
中
に
、
外
国
人
も
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
既
に
、
４
千
人
以
上

の
外
国
籍
の
方
々
が
半
田
市
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
転
入
目
的
や
在
留
資
格

は
様
々
で
す
が
、
定
住
を
希
望
す
る
方

も
多
く
い
ま
す
。
言
語
や
習
慣
の
問
題

以
外
に
、
子
ど
も
の
教
育
・
進
学
・
就

職
な
ど
多
岐
に
亘
っ
た
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
を
補
う
労

働
力
と
し
て
の
扱
い
で
な
く
、
ま
ち
づ

く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
接
す
る

こ
と
が
必
要
で
こ
れ
も
課
題
で
す
。 
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市
民
に
親
し
ま
れ
る
顕
彰
活
動
を…

 

童
話
作
家
の
記
念
館
は
、
全
国
に
５

つ
あ
り
ま
す
。
「
南
吉
記
念
館
」
の
よ

う
に
、
「
童
話
賞
」
「
企
画
展
」
「
研
究

紀
要
発
行
」
な
ど
を
し
て
い
る
の
は
、

「
宮
沢
賢
治
記
念
館
」
の
み
で
す
。「
南

吉
記
念
館
」
は
、
貴
重
な
財
産
で
す
。 

南
吉
作
品
の
特
徴
と
魅
力
は
、
「
物

語
性
の
豊
か
さ
」・
「
描
写
力
・
表
現
力

の
確
か
さ
」・「
郷
土
性
の
豊
か
さ
」
に

あ
り
ま
す
。
「
新
美
南
吉
作
品
」
に
触

れ
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
財
産
の
有

効
活
用
で
す
。
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

「
読
み
聞
か
せ
」
「
集
団
読
書
」
な
ど

が
そ
の
機
会
に
な
る
よ
う
、「
南
吉
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

矢
勝
川
の
彼
岸
花
植
栽
活
動
の
支
援
も 

矢
勝
川
に
彼
岸
花
を
植
え
る
活
動
は
、
平

成
２
年
か
ら
始
ま
り
、
３
０
年
間
で
３
０
０

万
本
を
植
え
ま
し
た
。
矢
勝
川
に
「
南
吉
童

話
の
世
界
」
を
作
ろ
う
と
し
た
小
栗
大
蔵
さ

ん
の
思
い
に
多
く
の
方
が
賛
同
し
て
い
た

だ
い
た
結
果
で
あ
り
半
田
の
誇
り
で
す
。
近

年
こ
の
活
動
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
市
民
活
動
へ
支
援
も
、
顕
彰
活

動
の
一
環
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

提供：新美南吉記念館 

 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
配
慮
を 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
打
撃
を
こ
う
む
っ
て

い
る
方
が
多
く
見
え
ま
す
。
厚
生
労
働

省
は
、
こ
の
影
響
を
う
け
た
解
雇
や
雇

い
止
め
は
、
累
計
で
七
万
九
千
六
百
八

人
に
な
っ
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
製

造
業
や
飲
食
業
が
中
心
で
、
非
正
規
労

働
者
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い

る
よ
う
で
す
。
左
上
は
、
東
海
３
県
の

有
効
求
人
倍
率
の
推
移
で
す
が
、
こ
の

グ
ラ
フ
か
ら
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
適
切
な
支
援
を

届
け
る
こ
と
が
課
題
で
す
。 

多
く
の
課
題
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く 

こ
の
他
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
全
体

感
を
も
っ
て
取
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
「
偏
ら
な
い
公
平
感
」
と
言
い
換

え
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市

長
の
素
養
と
し
て
、
こ
の
感
覚
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
課
題

を
、
多
く
の
方
と
共
有
し
て
前
に
進
め

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
最
重
要
で
す
。

「
耳
障
り
の
良
い
公
約
」
よ
り
、
何
が

必
要
か
を
見
極
め
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

矢勝川の彼岸花 

高
齢
化
対
策
と
し

て
地
域
交
通
を 

高
齢
化
は
止
め
る
事
が
出
来
ま
せ

ん
。
出
来
る
こ
と
は
、
高
齢
者
の
健
康

維
持
で
す
。
そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
に
、

外
出
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
地
域
の
公

共
交
通
整
備
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
「
ご

ん
く
る
バ
ス
」
が
運
行
を
開
始
し
て
、

２
年
程
が
た
ち
ま
す
。
ま
た
、
空
白
地

域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
地
域
循
環

バ
ス
の
運
行
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
な
い
よ

う
取
組
ん
で
い
く
こ
と
も
大
切
な
課

題
だ
と
思
い
ま
す
。 


